
適切な森林管理により
森林土壌は気候変動緩和に貢献できる

ヨーロッパ連合（EU）は、パリ協定で定められた目標に基づき、2050年までの気候中立を目指しています。森林
土壌は、森林バイオマスよりも多くの炭素（C）を貯留していますが、土壌の炭素貯留量、二酸化炭素（CO2）排出
量、さらにはメタン（CH4）や亜酸化窒素（N2O）などその他の温室効果ガス（GHG）の排出量は、森林管理によって
増加することも減少することも起こりえます。したがって、2050年までの気候中立を達成するためには、森林土壌
の炭素貯留量を増やし、GHGの純排出量を削減することが極めて重要になります。

森林管理は、温帯林および北方林における土壌炭素貯留量、二酸化炭素、メタン、亜酸化窒素排出量に影響しま
す（緑色の矢印は気候変動緩和へのプラスの影響、オレンジ色の矢印はマイナスの影響を示します）。
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これまでにわかっていること
森林管理は、温帯林および北方林の土壌炭素貯留量と温室効果ガス排出量に影響し、気候変動緩和に以下のよ
うに貢献します：
1.	 北方林や泥炭地における窒素および木質灰の施肥は、土壌炭素貯留量の増加につながります：養分状態に

よっては、森林の樹木、下層植生、菌類などの生産性が向上し、その結果として土壌へのリター供給量が増
加するため、土壌炭素貯留量を増やすことができます。

2.	 樹種の選択は土壌炭素貯留量を増加させます：植栽場所や環境条件に適応した樹種を選択することによっ
て、森林の生産性と土壌へのリター供給を促進します。  
間伐と収穫は土壌炭素の増加もしくは減少をもたらします：特に高強度の間伐や、皆伐による収穫は土壌  		
炭素を減少させ、二酸化炭素や温室効果ガスの排出量を増加させます。

3.	 収穫残渣の除去は土壌の炭素貯留量を減少させますが、林地の整備はプラスとマイナスの両方の影響が起
こりえます。

4.	 泥炭林の水管理を適切に行えば、排水により加湿状態ではなくなった土壌有機物に由来する温室効果ガス
排出を削減できます：継続的な被覆管理により皆伐を回避すること、排水路をむやみに増やさないこと、根
層の深さ30cmまで水位を上昇させることにより、温室効果ガスの総排出量を削減できます。

5.	 生物多様性管理、例えば生物多様性の価値が高く炭素貯留量が多い保護区を残す事は、土壌の炭素貯留に
プラスの影響を与えることができます。

地中海地方の現在の論点：森林火災は土壌にダメージを与えますが、コントロールされた火災を森林管理の手
段として使用することは土壌特性への悪影響を減らし、場合によっては土壌特性を向上させることもあります。

政策上の意義
•	 森林を利用した気候変動緩和策を評価・実施する際には、森林管理に対する森林土壌の応答をより適切に考

慮しなければなりません。土壌の気候変動緩和機能の重要性に関する認知の向上は、気候変動の緩和を促進
します。

•	 森林管理、気候、生物多様性の損失やその他の環境変動が土壌炭素収支や温室効果ガス排出量にどのように
影響するのか、またどのようなトレードオフが存在するのかを理解する上で、重要な知見の一部には未解明な
点があります。

•	 気候変動に対応した森林管理の実践は、サイト固有の条件によって異なります。森林管理の土壌への影響は、
管理強度、土壌の種類（有機土壌か無機土壌）や状態（養分、水分、pH）、地形、植生構成、気候条件、さらに管
理後の回復時間に依存すると言われています。

•	 森林管理手法が土壌に及ぼす影響は、意思決定のための既存のモデルにはまだ広く組み込まれていないた
め、気候中立目標を達成するための政策を設計する際に、これらの影響が適切に考慮されない危険性があり
ます。

•	 土壌の炭素貯留量や温室効果ガス排出量に対し、想定した変化が生じたか検証し、どのような管理方法が気
候変動の緩和に有効かを確認するためには、長期的な土壌のモニタリングが必要です。
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